
令和７年4月22日 

観光部 

 

式年遷宮に向けた庁内の取組について（報告） 

 

１． 令和６年度の取組結果 

 

（１） 式年遷宮に向けた庁内ＷＧ （令和６年７月３日発足） 

〇庁内９部局１５名で構成（計４回開催）  ※事務局 観光総務課 

〇式年遷宮に向けた現時点の各部局の取組項目を集約 

情報発信 

・全庁を挙げた戦略的なプロモーション              （政策企画部） 

・首都圏、関西圏における情報発信     （政策企画部・雇用経済部） 

    ・大阪・関西万博三重県ブースを活用した情報発信 

   （政策企画部・雇用経済部） 

    ・熊野古道伊勢路を中心とした情報発信        （南部地域振興局） 

    ・文化観光の情報発信             （環境生活部） 

・県立図書館、総合博物館における関連展示    （環境生活部） 

    ・県内ホテル・レストラン等と連携したみえの食フェア  （農林水産部） 

・遷宮の諸行事と連動した観光プロモーション        （観光部） 

    ・メディア等を活用した海外への情報発信        （観光部） 

    ・神宮関連や伊勢周辺の文化財に関する情報発信    （教育委員会） 

受入環境整備 

・二次交通確保の取組推進            （地域連携・交通部） 

・交通事業者と連携した宿泊商品の企画促進   

（地域連携・交通部、観光部） 

・伊勢志摩せんぐう旅博実行委員会との連携           （観光部） 

・観光ガイド人材の育成などの受入環境整備              （観光部） 

    ・観光産業における生産性向上の取組                   （観光部） 

    ・道路ネットワークの強化・無電柱化の推進           （県土整備部） 

 

（２） 式年遷宮を契機としたおもてなし推進チーム （令和６年９月２日設置） 

〇観光部内５名で構成 

〇式年遷宮に向けた関係団体の動きなどの情報収集 

〇取組方針の整理：取組の効果を全県的に波及させるためには、①地域との

連携、②周遊促進、③インバウンドへの対応が重要 

 

資料３ 



２．令和７年度の取組 

式年遷宮に向けたさまざまな行事が始まるため、地域関係者としっかりと連

携して来県者をおもてなしし、取組の効果が全県に波及するよう「式年遷宮を

契機としたおもてなし推進チーム」や「式年遷宮に向けた庁内 WG」において、

中長期的な取組の検討を進める。 




